
福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム）からのお知らせ

震災から14年が経ちました。福島相双地域の営農再開は道半ばですが、着実に営農再開に

向けた取組が進んでいます。官民合同チームでは、これからも農業者様の声を伺い、農業

者様に寄り添って、営農再開の拡大に向けた様々なご支援を続けてまいります。（支援内

容は裏面をご覧ください）営農再開され、頑張られている農業者様や地域の話題を紹介致

します。

福島相双営農通信

福島相双復興推進機構

第24号
令和７年春号

田村市船引町で、キノコを栽培している安田悟さん
(2025年１月、合同会社移ヶ茸を設立・法人化)と、
さつまいもなどを栽培する松や農園さんが、昨年末に
それぞれ農産物用の自動販売機を設置しました。

「昼夜を問わず農産物をお買い求めいただきたい」、
「駐車スペースもある場所で気兼ね無くお立ち寄りい
ただきたい」という想いで設置されたものです。この
自動販売機は初期投資ゼロで導入でき、設置後に販売
額に応じた販売手数料を賃貸事業者へ支払う仕組みで
す。現在、自動販売機の認知度が上がり、安田さん・松や農園さんともに
販売も順調とのことです。相双機構では賃貸事業者のご案内、賃貸契約や
広報のお手伝いをさせていただきました。

松や農園さんの
動画もご覧ください

(相双機構のInstagram)

サムライガーリックの
クラフトコーラシロップ

安田さんと
冷蔵タイプ販売機

松や農園さんと
無電源ロッカータイプ

販売機

株式会社ランドビルドファームさんは、室原地区で2023年から馬ふん堆肥を
使って、サムライガーリック（ホワイト六片、赤筋ニンニク他）を生産していま
す。2024年に黒ニンニク製造機を導入、黒ニンニクの香りが口中に拡がる美味し
いクラフトコーラシロップを開発し、この春ECサイトを中心に販売を始めます。

夏は炭酸水、冬はホットミルクなど、何で割るかで味わいが何通りにも変わる
独自の風味の楽しみ方を探しながら、みなさまもぜひ味わってください。

相双機構では、原子力被災12市町村農業者支援事業を活用した新たな機械導入、
販路拡大のお手伝いをさせていただきました。

ホームページURL
https://samuraigarlic.jp/

サムライガーリックのクラフトコーラ販売始めます！
【浪江町での取組】

農産物用の自動販売機を設置しました！
【田村市での取組】

ランドビルドファーム
吉田さやかさん

黒ニンニク製造機
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福島相双復興推進機構

対象となる
農業者様

原子力被災12市町村※で、農業を行われている方、
または、今後新たに農業を行う方
※ 田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、

川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム）
営農再開グループ

ご相談受付ダイヤル：024-502-1117
（受付時間9:00～17:00 土日祝日、年末年始を除く）

https://www.fsrt.jp Webサイト

< 各種公式ページはこちら >

営農再開グループの
ページはこちら →

被災12市町村の営農再開をご支援します
営農再開や新規参入をご検討の皆様、ご相談ください。

春夏野菜栽培研修会を開催しました！

福島相双復興推進機構 営農再開グループでは、国・福島県・市町村・ＪＡなどの関係機関と
連携し、農業者様を個別に訪問して、営農再開に向けた次のような支援活動を行っております。
是非、ご活用を検討ください。皆様からのご連絡をお待ちしています。
ご相談やご支援は無料です。費用はかかりません。

「販売先の開拓や確保がしたい」

「首都圏などに出荷したい」

このようなご相談には、専門家

を派遣して販路開拓のご支援を

します。

新たな販路開拓のご相談 農業の技術的なご相談

「うまく栽培したい」

「どの作物の栽培がいいか」

「スマート農業に関心がある」

このようなご相談には、普及

指導員などによる技術的な

ご支援をします。

「農業機械を導入したい」

「補助金の申請方法を知りたい」

「農地の貸手や借手を探したい」

「農業法人を設立したい」

このようなご相談には、訪問員

がアドバイスを行います。

補助金や制度活用のご相談

大人気！たくさんの種

鈴木光一さん、ご講演の様子

相馬地方農産物直売所連絡協議会と福島県相双農林事務所、
相双機構が「春夏野菜栽培研修会」を、2月10日に南相馬市か
しま交流センタ－で開催しました。

県の指導農業士である鈴木光一さんを講師にお招きし、お客
さまに喜ばれる「おいしい品種選び」や「栽培のコツ」など、
直売所を盛り上げていくためのノウハウをご講演いただきまし
た。農業者様をはじめ60名を超える参加者が集ま
り、栽培における悩みや疑問が挙げられました。鈴
木さんからは取り組みのポイントを解説いただくな
ど、大変有意義な研修会となりました。

併せて行われた「これから人気の出る野菜の種」
の販売では、多くの方が興味のある種をお買い求め
になられるなど、冬の寒さに負けず大いに盛り上が
りました。


